
 

 

 

民 主 島 根 
（1） 2018年 5月 20日 

 

日
本
共
産
党
県
委
員
会
は

１
１
日
、
島
根
原
発
３
号
機

の
新
規
稼
働
、
２
号
機
再
稼

働
の
断
念
を
求
め
、
中
国
電

力
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の

両
県
議
、
橘
祥
朗
、
吉
儀
敬

子
の
両
松
江
市
議
、
原
田
貴

与
子
、
向
田
聡
の
両
安
来
市

議
、
上
代
和
美
・
雲
南
市
議
、

吉
井
安
見
・
民
青
県
委
員
長

が
中
電
島
根
支
社
を
訪
れ
ま

し
た
。 

  

要
請
で
は
、
専
門
家
が
指

摘
し
た
鳥
取
県
か
ら
島
根
県

に
か
け
て
の
地
下
の
「
ひ
ず

み
集
中
帯
」
と
徹
底
調
査
▽

原
発
立
地
自
治
体
並
み
の
安

全
協
定
（
立
ち
入
り
調
査
権
、

原
子
炉
停
止
要
求
権
）
の
周

辺
自
治
体
と
の
締
結
▽
活
断

層
評
価
、
基
準
地
震
動
な
ど

の
丁
寧
な
る
説
明
会
の
開
催

―
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

2018年 

 

 

 

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
国
民
の
大

多
数
が
「
戦
争
す
る
な
、
９
条
守
れ
」

と
全
国
の
津
々
浦
々
で
声
を
あ
げ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
に

よ
っ
て
再
び
戦
争
す
る
国
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
▼
筆
者
は
、
３
日

は
取
材
で
あ
ち
こ
ち
を
移
動
し
、
原

稿
を
書
い
て
い
た
た
め
、
と
り
た
て

て
憲
法
に
つ
い
て
深
く
思
い
を
巡
ら

せ
る
時
間
は
な
か
っ
た
。
先
日
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
す
る
た
め
に
赤

旗
手
帳
を
開
き
、
憲
法
前
文
だ
け
で

も
読
ん
で
み
よ
う
と
読
み
は
じ
め
た

▼
こ
れ
ま
で
筆
者
は
前
文
を
読
ま
ず

に
「
天
皇
」
の
事
項
か
ら
読
む
こ
と

が
多
か
っ
た
。
日
本
国
憲
法
全
文
を

守
る
と
い
う
の
が
日
本
共
産
党
の
立

場
だ
が
、
い
わ
ば
憲
法
の
エ
ッ
セ
ン

ス
で
あ
る
前
文
に
は
、
ほ
と
ん
ど
目

を
通
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、

情
け
な
い
話
で
あ
る
▼
前
文
で
は

「
政
府
の
行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争

の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
や
う
に

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権

が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、

こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
前
文
は
、
国
政
の
権
威
は

国
民
に
由
来
す
る
こ
と
、
権
力
は
国

民
の
代
表
者
が
行
使
し
、
そ
の
福
利

は
国
民
が
享
受
す
る
こ
と
を
示
し
、

こ
れ
が
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
こ

と
を
明
記
し
、
こ
う
結
ん
で
い
る
▼

「
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切

の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す

る
」
―
９
条
を
変
え
て
ア
メ
リ
カ
と

自
衛
隊
が
戦
争
に
行
く
こ
と
が
、
果

た
し
て
国
民
の
福
利
で
あ
る
だ
ろ
う

か
。「
福
利
」
と
は
幸
福
と
利
益
の
こ

と
だ
。
少
な
く
と
も
、
戦
争
を
し
て

福
利
を
享
受
す
る
の
は
大
多
数
の
国

民
で
は
な
く
、
ご
く
一
部
の
人
間
だ

け
で
あ
る
。
安
倍
９
条
改
憲
を
絶
対

に
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。（
純
） 

３
日
は
「
憲
法
記
念
日
」
だ
っ

た
。
県
内
で
も
憲
法
に
つ
い
て

考
え
る
集
会
や
、
安
倍
９
条
改

憲
ノ
ー
の
３
０
０
０
万
署
名
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中
電
地
域
共
生
部
の
小
山

均
明
部
長
は
、
周
辺
自
治
体

と
の
安
全
協
定
に
つ
い
て
は

極東最大の基地となった米軍岩国基地と周辺住

民の不安と苦しみ――シンポジウムでは、岩国基地

を軸として大きく変容する中国地方各地の実態の

全貌を明らかにします。 

【総合司会】 前衆院議員 大平 喜信 
 

■沖縄からの報告 

沖縄県議会議員 比嘉 瑞己 

■国会報告 

参議院議員 仁比 聡平 

■発言 

 現地からのレポート（岩国、厚木など） 

中国電力島根支社・地域共生部の小山均明部長に対し、申

し入る尾村県議ら（中国電力島根支社） 

「
引
き
続
き
、
誠
意
を
持
っ

て
協
議
す
る
」
と
答
え
ま
し

た
。
（
２
面
に
関
連
記
事
） 

Ｊ
Ｒ
松
江
駅
前
ま
で
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。
（
写
真
） 

 

党
を
代
表
し
て
松
江
会
場

で
は
尾
村
利
成
県
議
が
、
出

雲
会
場
で
は
大
国
陽
介
県
議

が
決
意
表
明
し
ま
し
た
。 

 

松
江
、
出
雲
、
浜
田
な
ど

５
会
場
で
１
日
、
メ
ー
デ
ー

が
開
か
れ
、
松
江
市
の
集
会

に
は
５
３
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
村
上
一
実
行
委
員
長

が
「
平
和
と
民
主
主
義
を
破

壊
す
る
安
倍
内
閣
を
倒
そ

う
」
と
呼
び
か
け
。
集
会
後
、

時間：午後１時～４時３０分 

会場：岩国市福祉会館 

（岩国市麻里布町７－１－２） 

主催：日本共産党国会議員団中国ブロック事務所 

 

「
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ 

Ｐ
ｅ
ａ

ｃ
ｅ
の
集
い
」
（
憲
法
改

悪
反
対
！
５
・
３
実
行
委

員
会
主
催
）
が
３
日
、
松

江
市
で
開
か
れ
、
約
３
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

作
家
・
映
画
監
督
の
森

達
也
氏
が
「
世
界
は
も
っ

と
豊
か
だ
し
、
人
は
も
っ

と
優
し
い
」
と
題
し
て
講

演
。
戦
争
を
繰
り
返
し
て

き
た
人
類
の
過
ち
を
「
負

の
歴
史
」
と
し
、「
９
条

は
負
の
歴
史
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
だ
」
と
訴

え
、
憲
法
９
条
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。（
写

真
） 

 

参
加
し
た
男
性
（
６

５
）
は
「
こ
の
よ
う
な
場

で
多
く
の
参
加
者
と
学

び
、
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
」、
別

の
男
性
（
４
０
）
は
「
９

条
は
世
界
の
宝
。
一
字
一

句
も
変
え
さ
せ
な
い
。
安

倍
改
憲
を
許
さ
な
い
た

た
か
い
を
も
っ
と
広
げ

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
会
場
周
辺
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

 

県
医
労
連
は
１
１
日
、
松

江
市
で
医
療
・
介
護
現
場
の

大
幅
増
員
や
夜
勤
改
善
を
求

め
る
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集
会

を
開
き
ま
し
た
。（
写
真
） 

「
医
師
・
看
護
師
大
幅
増

員
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
た
看
護
師
や
介
護
福
祉

士
、
県
議
、
行
政
関
係
者
ら

約
８
０
人
が
集
い
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
両
県
議
、
民

主
県
民
ク
ラ
ブ
の
白
石
恵
子

県
議
、
自
民
党
議
員
連
盟
の

五
百
川
純
寿
県
議
、
県
健
康

福
祉
部
の
吉
川
敏
彦
部
長
が

連
帯
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 


